





























遠赤外 レー ザーの発振出力は励起に用いる炭酸ガスレー ザの発振周波数の変動によっ
て大きな影響を受ける｡この炭酸ガス レー ザーの発振周波数の変動は主にレーザー運転
中の温度変化に共なう光共振器長の変化によっておこると考えられるので,これをPZT
素子(電歪素子)を用いた,共振器長を自動補正するLock･InStabilizationシステムを作
ることによって遠赤外 レー ザー出力の安定化をはかった,温度変化以外の出力変動の原
因についても考慮された対策とその成果を紹介する｡
また,遠赤外光を検知する側としては,過度現象を高感度高速検知器を用い,時間分
ー240-
